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防
災
安
全
講
演
会

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
～

開
催
報
告

島根県
令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）、
島
根
県
民
会
館　

大
会
議
室
に
て
島
根
県
と
当
協
会
主
催
に
よ
る「
防

災
安
全
講
演
会
～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
主
催
者
を
代

表
し
て
、
島
根
県
防
災
部
防
災
危
機
管
理
課
の
小

池
課
長
と
当
協
会
の
原
田
理
事
長
が
挨
拶
し
、
続

い
て
減
災
と
男
女
共
同
参
画　

研
修
推
進
セ
ン
タ

ー
共
同
代
表
の
浅
野
幸
子
氏
に
よ
る
「
地
域
防
災

力
の
質
的
向
上
の
た
め
に
～
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
ど
も
・
女
性
な
ど
の
視
点
か
ら
～
」
と
題
す
る

基
調
講
演
と
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
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主
事　

小
谷 

太
喜 

氏

大
田
市
の
地
震
を
契
機
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、現
場
の
活
動
者
と
し
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
時
と
異
な
る
状
況
で
あ
る

が
、
平
時
の
延
長
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
日
ご
ろ

か
ら
の
取
り
組

み
や
繋
が
り
の

循
環
の
中
に

あ
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
工

夫
し
、
よ
り

よ
い
地
域
に

し
て
い
き
た
い

と
話
さ
れ
た
。

島
根
県
立
大
学 

総
合
政
策
学
部 

総
合
政
策
学
科

４
年
生　

家
迫 

秀
和 

氏

高
校
１
年
生
の
時
、

東
日
本
大
震
災
で
被
害

に
あ
っ
た
宮
城
県
南
三

陸
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
、
そ
の
時
が
契

機
と
な
り
地
域
防
災
を

研
究
。
理
想
の
支
援
体
制
は
、
男
性
だ
け
で
な
く
、

女
性
や
高
齢
者
も
参
加
で
き
る
環
境
・
支
援
体
制

を
と
る
こ
と
と
、
防
災
意
識
が
大
切
で
あ
り
、
災

害
時
に
は
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
事
例
報
告
を
交
え
て
話
さ
れ
た
。

地
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防
災
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質
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向
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・
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女
性
な
ど
の
視
点
か
ら
～
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減
災
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女
共
同
参
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修
推
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浅
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幸
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氏　

女
性
や
若
者
が
男
性
と
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

積
極
的
に
発
揮
し
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
現
場
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
も
ら
う
な
ど
、男
女
共
同
参
画
・

そ
の
他
の
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
講
演
頂
い
た
。

み
な
さ
ん
が
で
き
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
理
想
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
～
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例
発
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災
害
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ラ
ン
テ
ィ
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を
き
っ
か
け
と
し
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取
り
組
み
～
災
害
時
か
ら
平
時
へ
の
広
が
り
～
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阪神・淡路大震災で学生ボランティアから国
際協力 NGO のスタッフとなり４年間従事。
法政大学院修士課程修了（政策科学修士）。
現在は減災と男女共同参画研修推進センター
共同代表。内閣府の「避難所運営ガイドライ
ン」（平成 28 年）、「男女共同参画の視点から
の防災・復興の取組指針」の策定委員や、自
治体の防災会議委員などを務める。


